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H21-23年度研究結果
研究成果を踏まえたSTI発生動向調査の改善提案

採用あるいは検討中項目：地域活用を重視した定点医療機
関の選定基準、HIV報告での居住地区分の詳細化など

STI発生動向調査結果活用および還元ガイドライン（
案）等地方自治体担当者の支援

全国担当者アンケートおよび検討会議による現状把握

担当者会議による還元と意見を踏まえた案作成

集団発生への対応

発生動向調査を補完する動向把握策等の検討

検査結果の活用：先行例検討と検査機関からの情報把握

病原体サーベイランスに関する検討

HIVパートナー健診による診断困難者の推定

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
性感染症サーベイランスに関する研究成果を、3つの項目にまとめた。感染症発生動向調査の改善に関して研究成果を踏まえた提言を行った。一部はシステム改善の機会などに既に反映されている。地方自治体において性感染症に関する同調査の結果活用を推進するために、現状や困難点に関する全国調査、研修会開催、結果活用に関するガイドライン案の作成などを行った。症例報告による感染症発生動向調査を補完あるいは改善を図るため、諸外国の状況国際的ガイドライン等も参考として、他の動向把握方策などを検討した。　



性感染症発生動向調査の改善提言

性感染症特定感染症予防指針（本年度改正予定）
での一致項目

1. 予防／蔓延防止：パートナーへの情報提供、支援

3. 情報収集／調査研究：定点医療機関指定の基準づくり病院
／診療所、診療科のバランス、報告数０機関の見直し

HIV動向分析を踏まえた報告方式への提言
10年間の罹患率（HIV報告率）で近畿圏の40歳以下の層で

注目すべき増加。今後の分析のためには、地理区分（コード
化）や複数報告時の感染経路区分など結果還元や対策に活
用しやすい様式が必要

性行為による感染症と位置づけた動向把握
国際的にも認識されるB型肝炎等の急性肝炎、最近集団発

生が続く細菌性赤痢等の性行為による感染としての動向把
握と対応の検討が必要

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
性感染症に関する感染症発生動向調査に関し、感染症法に基づく特定感染症予防指針が今年度改定されワーキンググループに研究協力者も参加しており、見直し部分には本研究での提言と一致する内容も盛り込まれた。また、HIV感染症の届け出内容で、居住地区分を都道府県単位等に細分化する提言を行い、実施された。更にHIVの動向分析を行い今後有用な分析を行うための様式への提案行った。また、諸外国や関係者の間では性行為感染症と認識されている、Ｂ型、Ａ型など急性肝炎対策の検討が必要なことを提案した。



サーベイランス結果の還元／評価
の頻度
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HIV感染症 梅毒 定点４疾患＊

＊：性器クラミジア感染症、性器ヘルペス ウイルス感染症、
尖圭コンジローマ、淋菌感染症

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自治体における性感染症発生動向調査の活用を調査した。例えば結果データの還元とその解釈や評価について、動向そのものに比べその評価あるいは解釈を公表している自治体はおよそ半数と少なく、ガイドライン等への要望も大きいことを把握し、結果活用ガイドラインの案を作成した。



地方自治体担当者の支援
対策、情報センター担当者の全国アンケート、研修
会による現状把握と還元：結果活用の現状、集団発
生への対応等

ガイドライン（案）作成：報告受理時の注意点、集団
発生検知・対応、グラフの解釈・注意点、疾患ごとの
データの特徴、地域体制の改善

研修会開催：上記や先進地で
ある三重県での結果還元や
定点設定への活用を評価と
紹介

クラミジア患者パートナーへの
検査勧奨カード（英国）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域で、サーベイランスを性感染症対策への活用を推進する立場にある、都道府県エイズ性感染症対策担当者および地方感染症情報センター担当者への支援を行った。全国の現状や要望把握、ガイドライン案の作成とともに、研修会を開催し研究成果を還元すると伴に、自治体担当者と研究者や担当者間の意見交換を行った。また、先進的取り組みを行う自治体や地域の成果を把握評価すると伴に、紹介した。他国でのサーベイランスや集団発生対応、パートナー健診などの取り組みも紹介した。



発生動向調査を補完する動向把握策等
の検討
検査結果によるサーベイランス

先進地調査

H23年度より検査機関の団体から結果提供を受け、提供
の倫理的面、様式等の妥当性評価

STI病原体サーベイランス

淋菌の薬剤耐性が優先度が高いが医療機関との
密接な協力が必要で現時点では研究的に実施

HIVでは一部集団を対象にして

HIVパートナー健診による診断困難者の推定

現状把握と実施に当たってのアルゴリスムの検討

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
検査結果を活用した動向把握を先行して行っている地域の状況を把握し、課題を検討した。これを踏まえ、検査受託機関の全国連絡会の協力を要請し、情報提供に伴う課題や実効性や有用性の高い情報提供策などを明らかにするため評価調査を行っている。病原体サーベイランスについての有用性を整理した。HIVは、自発的検査では把握しにくい対象の動向把握にも有用で、低蔓延国では施策としても推奨されるパートナー健診の妥当性を検討した。
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